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　投稿

わが国における受動喫煙起因死亡数の推計
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＊ 1独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報センターがん情報・統計部研究員　＊ 2同部長

＊ 3同研究所たばこ政策研究プロジェクトプロジェクトリーダー

目的　受動喫煙は，肺がんや虚血性心疾患への因果関係が科学的に認められている。諸外国では受
動喫煙起因死亡数の推計が行われているが，わが国では報告がない。本研究は，わが国におけ
る受動喫煙の人口寄与危険割合および受動喫煙起因死亡数を推計することを目的とした。

方法　先行研究から，能動喫煙と受動喫煙の曝露割合と相対リスクを抽出した。能動喫煙の曝露割
合および相対リスクに基づいて，集団全体の死亡者に占める非喫煙者の割合を求め，さらに受
動喫煙の曝露割合および相対リスクから受動喫煙の人口寄与危険割合を求めた。受動喫煙起因
死亡数は，人口寄与危険割合を，平成20年（2008年）人口動態統計死亡数に乗じて求めた。対
象疾患は肺がん，虚血性心疾患，および乳幼児突然死症候群（SIDS）とし，対象集団は，肺
がんおよび虚血性心疾患については日本人女性，SIDSについては日本人全体とした。

結果　わが国の女性における家庭での受動喫煙の人口寄与危険割合は，肺がんおよび虚血性心疾患
でそれぞれ6.2％および4.8％，肺腺がんで20.8％であった。女性における職場での受動喫煙の
人口寄与危険割合は，肺がんおよび虚血性心疾患でそれぞれ1.9％，4.3％であった。SIDSに
おける親の喫煙の人口寄与危険割合は，父親で36.3％，母親で14.0％であった。これらの人口
寄与危険割合に基づくと，わが国の女性における受動喫煙起因年間死亡数は，家庭での受動喫
煙については，肺がん1,131人，肺腺がん2,554人，および虚血性心疾患1,640人，職場での受
動喫煙については，肺がん340人および虚血性心疾患1,471人と推計された。受動喫煙起因年間
SIDS死亡数は，男女計で，父親の喫煙起因が61人，母親の喫煙起因が24人と推計された。

結論　わが国における受動喫煙起因死亡数は多く，女性肺がん死亡数に占める割合では米国の約 4
倍に相当する。米国などの喫煙対策先進国と同様に，公共の場所および職場での禁煙法制化，
家庭での屋内喫煙防止対策など，受動喫煙を防ぐ総合的な対策を進める必要がある。

キーワード　受動喫煙，人口寄与危険割合，肺がん，虚血性心疾患，乳幼児突然死症候群

Ⅰ　緒　　　言

　受動喫煙は，その健康影響が国際がん研究機
関（IARC），カリフォルニア州環境保護庁，
米国公衆衛生総監の報告において科学的に評価
されており1）‒3），肺がん，虚血性心疾患，乳幼
児突然死症候群（SIDS）などの疾患は，受動
喫煙との因果関係が認められている2）3）。これ

らの科学的評価の結果に基づき，受動喫煙に起
因する死亡数の推計が，諸外国で行われてい
る4）‒10）。わが国では，受動喫煙の健康影響につ
いては非喫煙女性の肺がんを中心に数多く報告
されているが11）‒20），国レベルの受動喫煙起因死
亡数については報告が乏しい。本研究では，既
存資料に基づいて，わが国における受動喫煙の
人口寄与危険割合および受動喫煙起因死亡数を



第57巻第13号「厚生の指標」2010年11月

―　 ―15

推計することを目的とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象疾患
　対象疾患は，受動喫煙との因果関係が確立さ
れている2）3），肺がん，虚血性心疾患，および
SIDSとした。また，近年受動喫煙との関連が
報告された19）肺腺がんも対象とした。

（ 2）　人口寄与危険割合
　対象集団全体における受動喫煙の人口寄与危
険割合は，能動喫煙と受動喫煙を組み合わせて，
以下のように算出した5）。
　能動喫煙の人口寄与危険割合を，次式で求め
た。

　PAFa＝ 1 －　　　　　　　　　　⑴

　ここで，PAFa：能動喫煙人口寄与危険割合，
Pa：能動喫煙曝露割合，RRa：能動喫煙相対リ
スクである。
　同様に，非喫煙者における受動喫煙の人口寄
与危険割合を次式で求めた。

　PAFp,ns＝ 1 －　　　　　　　　　  　　⑵

　ここで，PAFp,ns：非喫煙者における受動喫
煙人口寄与危険割合，Pp,ns：非喫煙者における
受動喫煙曝露割合，RRp,ns：非喫煙者における
受動喫煙相対リスクである。
　能動喫煙人口寄与危険割合と，非喫煙者にお
ける受動喫煙人口寄与危険割合とを組み合わせ
て，対象集団全体における受動喫煙人口寄与危
険割合を次式で求めた。
　PAFp＝PAFp,ns×（ 1 －PAFa）×（ 1－Pa）　⑶
ここで，PAFp：対象集団全体における受動喫
煙人口寄与危険割合である。なお，SIDSの人
口寄与危険割合の算出においては，能動喫煙者
がいないため，能動喫煙曝露割合（Pa）および
能動喫煙人口寄与危険割合（PAFa）が 0 とな
り，PAFp＝PAFp,nsである。本研究では，受動
喫煙の異なる曝露源（例：職場と家庭，父親と
母親）については，互いに独立であることを仮

1
1 ＋Pa（RRa－ 1 ）

1
1 ＋Pp,ns（RRp,ns－ 1 ）

定して個別に人口寄与危険割合を算出した。能
動喫煙については，曝露割合および相対リスク
のいずれも，現在喫煙のみの値を用いた。

（ 3）　データソース
　家庭または職場での受動喫煙の曝露割合につ
いては，「未成年者の喫煙実態状況に関する調
査研究」平成16年度（2004年度）総括報告書の
訪問面接調査の結果21），新生児の父母からの受
動喫煙曝露割合については，平成13年（2001
年）21世紀出生児縦断調査第 1回の質問票調査
の結果を用いた22）。能動喫煙の曝露割合につい
ては，平成11年（1999年）～平成20年（2008年）
の国民健康・栄養調査（2002年までは国民栄養
調査）における10年間平均の成人女性喫煙率
（10.7％）を用いた23）。
　受動喫煙の相対リスクについては，カリフォ
ルニア州環境保護庁および米国公衆衛生総監の
報告書に基づき2）3），複数の研究の統合値があ
ればその値を，なければこれらの報告書で引用
されているメタアナリシス研究の値を抽出し
た24）‒28）。肺腺がんの相対リスクについては厚生
労働省コホートで報告されている値を用いた19）。
　能動喫煙の相対リスクについては，日本人を
対象とした先行研究に基づいて肺がん2.79，肺
腺がん1.37，および虚血性心疾患3.35とした
（いずれも女性における値）29）30）。

（ 4）　受動喫煙起因死亡数
　対象集団は，肺がんおよび虚血性心疾患につ
いては日本人女性，SIDSは日本人全体とした。
受動喫煙の人口寄与危険割合に平成20年（2008
年）人口動態統計死亡数31）を乗じて，受動喫煙
起因年間死亡数を推計した。疾患別の国際疾病
分類第10版コードの定義は，肺がん：Ｃ33－Ｃ
34， 虚血性心疾患：Ｉ20－ Ｉ25， および
SIDS：Ｒ95とした。肺腺がんの死亡数は，人
口動態統計肺がん死亡数に，大阪府地域がん登
録に基づく女性肺がん罹患に占める肺腺がんの
割合（67.2％；1999～2003年罹患）を乗じて求
めた32）。
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　これらの人口寄与危険割合を平成20年（2008
年）人口動態統計死亡数に乗じた結果，女性に
おける受動喫煙起因年間死亡数は，家庭での受
動喫煙については，肺がん1,131人，肺腺がん
2,554人，および虚血性心疾患1,640人，職場で
の受動喫煙については，肺がん340人，および
虚血性心疾患1,471人であった。SIDSの受動喫
煙起因年間死亡数（男女計）は父親の喫煙起因
が61人，および母親の喫煙起因が24人であった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究により，女性の肺がんにおける受動喫
煙の人口寄与危険割合は，家庭での曝露が6.2％，
職場での曝露が1.9％と推計された。家庭およ
び職場での曝露が非就労者および就労者で互い
に独立であると仮定すると，家庭および職場の
受動喫煙の寄与は，それらの合計の8.1％とな
る。わが国の女性肺がん死亡における能動喫煙
の人口寄与危険割合は20％と推計されているた
め33），受動喫煙の寄与は能動喫煙の半分弱に相
当すると推察される。肺腺がんについては，家
庭での受動喫煙の人口寄与危険割合が20.8％で
あった。本研究で用いた能動喫煙の曝露割合
10.7％および肺腺がん相対リスク1.37から算出
すると，女性における肺腺がんの能動喫煙の人
口寄与危険割合は3.8％であり，受動喫煙の寄
与が能動喫煙の 5倍以上に上ることになる。
　米国女性における2000～2004年の受動喫煙起

Ⅲ　結　　　果

　表 1に，本研究で用いた非喫煙者における受
動喫煙曝露割合，非喫煙者における受動喫煙相
対リスク，および対象集団全体における人口寄
与危険割合の推計結果を示す。わが国の非喫煙
女性の受動喫煙曝露割合は，家庭の方が職場に
比べて大きかった（それぞれ31.1％，18.2％）。
新生児の親の喫煙率は，父親が60％を超え
（63.2％），母親は20％未満であった（17.4％）。
メタアナリシス研究における受動喫煙非曝露群
に対する曝露群の相対リスクは，家庭，職場と
もに，肺がん全体および虚血性心疾患で1.3前
後であった。家庭での受動喫煙の肺腺がんの相
対リスクは，厚生労働省コホートの結果により
約2.0であった。SIDSの相対リスクは父親，母
親の喫煙ともに約1.9であった。なお，本研究
で用いた受動喫煙の相対リスクは，職場での受
動喫煙による肺がんを除いてすべて統計学的に
有意であった（ｐ＜0.05）。女性における家庭
での受動喫煙の人口寄与危険割合は，肺がんお
よび虚血性心疾患が 5％前後であり（それぞれ
6.2％，4.8％），肺腺がんで20％を越えた
（20.8％）。女性における職場での受動喫煙の人
口寄与危険割合は，肺がんおよび虚血性心疾患
でそれぞれ1.9％および4.3％であった。SIDS
における親の喫煙の人口寄与危険割合は，父親
の喫煙で36.3％，母親の喫煙で14.0％であった。

表 1　受動喫煙の曝露割合，相対リスクおよび人口寄与危険割合
曝露割合1）

（％） 疾患 相対リスク
（95%信頼区間）2）

人口寄与　

危険割合3）（％）
受動喫煙起因　

年間死亡数4）（％）

女性
家庭での受動喫煙 31.1 肺がん 1.29(1.17‒1.43) 6.2 1 131

肺腺がん 2.03(1.07‒3.86) 20.8 2 554
虚血性心疾患 1.23(1.14‒1.33) 4.8 1 640

職場での受動喫煙 18.2 肺がん 1.14(0.98‒1.33) 1.9 340
新生児5） 虚血性心疾患 1.35(1.09‒1.67) 4.3 1 471
父親の喫煙 63.2 SIDS6） 1.90(1.01‒2.80) 36.3 61
母親の喫煙 17.4 SIDS 1.94(1.55‒2.43) 14.0 24

注　1）　家庭または職場の受動喫煙：非喫煙成人女性のうち，「受動喫煙あり」と回答した者の割合21）。
　　2）　非喫煙者における，受動喫煙曝露群の非曝露群に対する相対リスクとその95%信頼区間（上から順に24）19）25）26）27）3）28））。
　　3）　対象集団全体における受動喫煙の人口寄与危険割合。
　　4）　人口動態統計2008年死亡数31）。肺腺がんの死亡数は女性肺がん死亡数に67.2%32）を乗じて求めた。
　　5）　父母の喫煙：新生児の親のうち，「喫煙」と答えた者の割合22）。
　　6）　SIDS：乳幼児突然死症候群
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因死亡数は，年間で肺がん1,269人と報告され
ている34）。本研究により推計された人口寄与危
険割合を2000年～2004年の日本人死亡数（人口
動態統計）に適用すると，女性における受動喫
煙起因年間死亡数は肺がん1,234人である（家
庭曝露と職場曝露の合計：2000～2004年平均年
間死亡数15,229人×（0.062＋0.019））。日本の
女性肺がん全体の死亡数は米国の 4分の 1程度
であるにもかかわらず（2000～2004年平均年間
死亡数：日本15,229人，米国66,874人），受動
喫煙起因死亡数は日本と米国とでほぼ同数であ
る。これは，日本の受動喫煙の人口寄与危険割
合が米国の 4 倍に相当することによる（日本
8 ％，米国 2 ％）。受動喫煙と能動喫煙の寄与
を比較すると，米国では女性でも能動喫煙の肺
がん死亡における人口寄与危険割合が受動喫煙
より圧倒的に大きい（それぞれ70％， 2 ％）34）。
一方，わが国では，女性の肺がんにおける能動
喫煙および受動喫煙の人口寄与危険割合は前述
のとおり，それぞれ20％33）および 8 ％で，受動
喫煙の寄与が相対的に大きい。受動喫煙の寄与
が大きいという特徴は，中国や台湾などでも見
られる5）7）。東アジアは男性高喫煙率，女性低
喫煙率という共通の特徴を持っており，能動喫
煙率の減少と合わせて，受動喫煙対策を積極的
に進めるべき地域であるといえる。
　本研究で用いた女性における受動喫煙曝露
データは，2005年に実施された調査に基づく。
肺がん死亡までのラグタイムを考慮すると，曝
露データはさらに過去のデータを用いる方法も
考えられる。しかし本研究では，過去の家庭お
よび職場での曝露状況についての代表性の高い
データの入手が困難であること，虚血性心疾患
などラグタイムが短いと考えられる疾患もある
ことから，2005年のデータを統一的に用いた。
わが国の男性能動喫煙率の減少傾向，および屋
内喫煙環境の変化を考慮すると，受動喫煙曝露
レベルは過去に遡るほど高い傾向があると推察
される。
　例えば，1990年および1993年にベースライン
調査が行われた厚生労働省コホートでは，夫が
喫煙者である非喫煙女性の割合は49.1％であっ

た19）。この割合を本研究で用いた曝露割合の代
わりに用いると，家庭での受動喫煙の人口寄与
危険割合は本研究の推計値の約1.5倍となる
（肺がん9.3％，肺腺がん28.9％，虚血性心疾
患7.1％）。受動喫煙曝露割合の測定方法につい
ては，質問票調査で「受動喫煙なし」と分類さ
れた者でも生体指標で曝露が認められることが
報告されている35）。曝露割合を生体指標で定義
した場合，受動喫煙の人口寄与危険割合はさら
に大きくなる可能性がある。ただ，生体指標に
基づく曝露レベル別の相対リスクについては
データが乏しいため，現状では質問票に基づく
曝露割合および相対リスクを用いるのが妥当で
あると考えられる。
　女性の能動喫煙率について，本研究では過去
10年間の平均データを用いた。わが国の女性能
動喫煙率は過去20年間大きな増減なく推移して
いるため23），能動喫煙率のラグタイムが推計値
に与える影響は小さいと考えられる。ただ，本
研究で用いた国民健康・栄養調査の喫煙率につ
いては，独居者が少ないなどのサンプリングバ
イアスによる過小評価の可能性がある36）。
　男性については，受動喫煙の健康影響につい
てわが国での知見は十分ではないが，国外では
男性においても女性と同様の関連が報告されて
いる2）3）。本研究で用いた受動喫煙の相対リス
クが男性にも適用可能であると仮定して人口寄
与危険割合（家庭と職場の合計）を算出すると，
肺がん1.3％および虚血性心疾患3.7％となり，
これらの割合を平成20年（2008年）人口動態統
計死亡数に乗じて求めた受動喫煙起因年間死亡
数は肺がん649人および虚血性心疾患1,572人と
なる（男性における能動喫煙の相対リスク：肺
がん4.3930），虚血性心疾患2.5129）；1999年～
2008年平均男性能動喫煙率：42.8％23）；非喫煙
者受動喫煙曝露割合：家庭6.2 ％，職場
29.4％21））。男性における能動喫煙の人口寄与
危険割合は肺がん72％および虚血性心疾患44％
と報告されており33），受動喫煙より能動喫煙の
寄与がはるかに大きい。
　SIDSについては，本研究では父母の喫煙の
相対リスク（約1.9）を用いたが，同室の喫煙
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の相対リスクはさらに大きいことが報告されて
いる（父親8.49（95％信頼区間3.33：21.63），
母親4.62（95％信頼区間1.82：11.77））37）。同
室の喫煙の場合，曝露割合は小さくなるが（父
親 の 同 室 喫 煙35.9 ％， 母 親 の 同 室 喫 煙
12.2％）21），相対リスクの増分の影響が大きく，
同室喫煙の相対リスクおよび曝露割合を用いて
求めた人口寄与危険割合は本研究の推計値の約
2倍となる（父親72.9％，母親30.6％）。
　受動喫煙の相対リスクについては，本研究で
は米国でまとめられた総括的な報告書で引用さ
れている値を中心に用いた。本研究で用いた家
庭での受動喫煙による肺がんの相対リスク1.29
は，わが国での先行研究とおおむね一致してい
る11）‒16）18）19）。肺腺がんについては，本研究で用
いた受動喫煙の相対リスク（2.03）は単一の研
究結果に基づいており，メタアナリシス研究で
報告された能動喫煙の相対リスク（1.37）より
大きい。ただ，わが国では非喫煙者の多くが受
動喫煙に曝露されており，その分非喫煙者の絶
対リスクが高くなっていること考えられ，能動
喫煙の相対リスクは過小評価されている可能性
がある。虚血性心疾患およびSIDSについては，
わが国では受動喫煙との関連に関する報告が乏
しいため，本研究で用いた相対リスクがわが国
でも適用可能であるかどうか検証が必要である。
近年，中国などを中心に受動喫煙と脳卒中との
関連が報告されており38）‒41），受動喫煙と因果関
係が認められる疾患は今後増える可能性がある。

Ⅴ　結　　　語

　わが国の女性における受動喫煙起因年間死亡
数は，家庭での受動喫煙については，肺がん
1,131人，肺腺がん2,554人，虚血性心疾患1,640
人，職場での受動喫煙については，肺がん340
人，虚血性心疾患1,471人と推計された。受動
喫煙起因年間SIDS死亡数は，男女計で，父親
の喫煙起因が61人，母親の喫煙起因が24人と推
計された。わが国の女性肺がんにおける受動喫
煙の人口寄与危険割合は，家庭と職場での曝露
を合計すると約 8％であり，米国女性の約 4倍

に相当すると推計された。米国などの喫煙対策
先進国と同様に，公共の場所および職場での禁
煙法制化，家庭での屋内喫煙防止対策など，受
動喫煙を防ぐ総合的な対策を進める必要がある。

　本研究は，厚生労働科学研究費補助金循環器
疾患等生活習慣病対策総合研究事業の一部とし
て行われた。
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